



























































































































































































6年生 4 (3.3) 高学年
5年生 8 (6.6) (9.9)
4年生 7 (5.7) 中学年
3年生 19 (15.6) (21.3)
2年生 5 (4.1) 低学年



























































人数 （構成比%） 人数 （構成比%） 人数 （構成比%） 人数 （構成比%） 人数 （構成比%） 人数 （構成比%）
5．そう思う 34 (27.0) 25 (21.7) 26 (20.6) 24 (29.6) 32 (25.2) 17 (13.4)
4．少しそう思う 54 (42.9) 42 (36.5) 33 (26.2) 38 (46.9) 44 (34.6) 49 (38.6)
3．どちらでもない 18 (14.3) 25 (21.7) 25 (19.8) 14 (17.3) 30 (23.6) 26 (20.5)
2．あまりそう思わない 16 (12.7) 3 (2.6) 38 (30.2) 5 (6.2) 18 (14.2) 30 (23.6)
1．そう思わない 4 (3.2) 20 (17.4) 4 (3.2) 0 (0.0) 3 (2.4) 5 (3.9)










































































































）508. =α（）448. =α（）709. =α（）049. =α（）数係αのhcabnorhC（
3 学生時代英語はよく理解できていた 0.955 -0.014 0.136 -0.191 0.697 3.27 1.26
8 英語のライティングは得意だった 0.929 0.052 0.134 -0.042 0.679 2.57 1.19
7 英語のリーディングは得意だった 0.897 0.038 0.041 -0.048 0.709 3.00 1.17
1 学生時代英語は好きだった 0.797 0.142 0.007 -0.019 0.551 3.46 1.30
9 英語の語彙力には自信がある 0.761 -0.161 0.097 0.152 0.707 2.39 1.05
5 英語のリスニングは得意だった 0.684 -0.017 -0.008 0.041 0.508 2.73 1.21
10 英語の発音には自信がある 0.678 -0.051 -0.109 0.030 0.619 2.56 1.17
6 英語のスピーキングは得意だった 0.633 0.095 -0.155 -0.002 0.488 2.23 1.11
4 今現在英語が好きだ 0.460 -0.030 -0.142 0.291 0.555 4.07 1.00
11 英語の文法には自信がある 0.456 -0.118 -0.214 0.173 0.590 2.71 1.14
22 外国語（英語）を指導する上でティーチングプランの作成が不安だ -0.058 0.954 -0.185 -0.076 0.774 3.75 0.94
21 外国語（英語）を指導する上で教材研究が不安だ 0.005 0.786 0.196 0.069 0.823 3.69 1.01
23 外国語（英語）を指導する上で年間カリキュラムの開発が不安だ -0.064 0.763 -0.051 0.102 0.564 3.99 0.92
20 外国語（英語）を指導する上でクラスルーム・マネージメントが不安だ 0.176 0.668 0.170 0.009 0.518 3.33 1.05
24 外国語（英語）を指導する上で外国語指導助手等とのティーム・ティーチングが不安だ 0.111 0.643 -0.132 -0.061 0.302 3.13 1.17
19 外国語（英語）を指導する上で指導法が不安だ -0.101 0.633 0.192 0.024 0.663 3.82 1.01
31 外国語（英語）活動の授業は不安だ -0.015 0.027 0.975 0.129 0.910 3.14 1.28
17 外国語（英語）を指導する上で教室英語等の表現力が不安だ 0.125 0.054 0.855 -0.005 0.673 3.43 1.16
32 英語そのものが不安だ -0.198 0.006 0.794 0.032 0.845 2.91 1.31
16 外国語（英語）を指導する上で発音が不安だ 0.081 0.183 0.657 -0.127 0.632 3.36 1.19
25 日常的に英語に接する（聞いたり話したりする）努力をしていない* 0.084 -0.180 0.550 -0.251 0.325 3.19 1.36
18 外国語（英語）を指導する上で文法力が不安だ -0.393 -0.012 0.492 0.067 0.579 3.31 1.22
29 外国の人と一緒に暮らしてみたい -0.201 -0.060 0.059 0.911 0.705 3.55 1.27
30 外国のことに興味がある 0.007 -0.077 0.038 0.799 0.637 4.62 0.60
28 外国で仕事をしてみたい 0.043 0.137 -0.179 0.682 0.593 3.60 1.42
26 外国の人と話をしてみたい 0.279 0.057 0.029 0.553 0.464 4.31 0.85
英語有能因子 -
授業構成不安因子 -0.390 -
英語指導不安因子 -0.613 0.625 -

























号 共通性 M SD













因子別下位尺度得点 平均 標準偏差 N 英語有能得点 授業構成不安得点 英語指導不安得点 異文化志向得点
英語有能得点 2.948 0.981 130 -
授業構成不安得点 3.500 0.937 130 -.501** -
英語指導不安得点 3.212 0.800 107 -.597** .585** -
異文化志向得点 3.988 0.837 107 .322** -0.042 -.292** -
**: p<.001 （両側）











下位尺度得点 平均 標準偏差 N スキル不安得点 内容不安得点 情意能力不安得点 構成不安 マネジメント不安 教授法不安 授業不安 英語不安
スキル不安得点 3.296 1.061 130 -
内容不安得点 3.390 1.029 130 .837** -
情意能力不安得点 2.390 1.111 130 .728** .733** -
構成不安 3.672 1.014 130 .477** .519** .375** -
マネジメント不安 3.142 1.020 130 .363** .439** .252** .674** -
教授法不安 3.700 1.179 130 .447** .502** .274** .708** .694** -
授業不安 3.178 1.302 107 .367** .455** .358** .417** .339** .427** -











B SE B β
英語有能得点 -0.035 0.098 -0.025 -0.358 0.722
授業構成不安得点 0.128 0.108 0.080 1.187 0.239
英語指導不安得点 1.253 0.125 0.804 10.024 0.000 ***











B SE B β
スキル不安 -0.027 0.159 -0.022 -0.173 0.863
内容不安 0.184 0.180 0.143 1.022 0.309
情意能力不安 0.056 0.133 0.046 0.421 0.675
授業構成不安 0.107 0.145 0.079 0.740 0.461
マネジメント不安 -0.065 0.130 -0.049 -0.498 0.620
教授法不安 -0.065 0.131 -0.056 -0.499 0.619
























L M -0.930 0.363 0.032 *
L H -0.925 0.342 0.022 *
M H 0.006 0.311 1.000
L M 1.067 0.303 0.002 **
L H 0.609 0.277 0.077
M H -0.458 0.268 0.208
L M -0.037 0.280 0.990
L H 0.572 0.258 0.073
M H 0.609 0.247 0.040 **
L M 0.688 0.254 0.021 **
L H 1.050 0.235 0.000 ***
M H 0.361 0.224 0.246























































































































































































図 4 　 2 要因と授業有能感の因果モデルの検証結果
5 ．まとめと課題
⑴　教材開発について
　小学校 1年生から中学校 3年生までの 9年間を通した英語教育カリキュラムをベースに、特
に、発達的に急激な変容を遂げる小学校 6年間においては、それぞれの発達段階や学習段階に
最適化され、児童生徒の学習者特性や能力を最大化することができる学習教材を開発する。そ
のためには、発達心理学や学習心理学の知見と第二言語習得に関わる理論や実践を統合させる
ことが求められる。特に、松宮（2014）が示したカリキュラムの枠組を参考に、学習成果の定
着をはじめ児童生徒の英語学習を底辺で支え、今後予定されている小学校英語の教科化と中学
校英語とをリンクさせるための重要な要因となるアルファベット（文字）の導入や活用に関わ
る系統的な学習教材を開発する。
⑵　教職課程のカリキュラム開発について
　本調査で明らかとなった授業構成不安と授業指導内容不安に対処するために、 1年生段階か
ら学習する語彙や表現と身につけるべきスキル・能力を明示し、それらとリンクした外国語教
授法の理論と実践に関わる科目履修と、教えるための英語力や教材研究能力の育成に特化した
英語運用能力育成科目群を設置する。そのために、本学の小学校教員コースのカリキュラム内
に、小学校英語教育の授業構成に関わる「カリキュラム・教材研究開発論」、「カリキュラム・
教材開発実践演習」、「授業構成・教育方法論」、「授業構成・教育方法実践演習」等を、また、
授業内容については 4技能の育成に関わる「早期英語教育リスニング指導方法論」、「早期英語
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教育リスニング指導実践演習」、「早期英語教育スピーキング指導方法論」、「早期英語教育ス
ピーキング指導実践演習」、「早期英語教育リーディング指導方法論」、「早期英語教育リーディ
ング指導実践演習」、「早期英語教育ライティング指導方法論」、「早期英語教育ライティング指
導実践演習」等を位置づける。なお、両者のカリキュラム上の比率は、 4（授業構成）： 6
（授業内容）程度とすることが望まれる。
⑶　課題と今後の展望
　本研究の調査から明らかとなった、小学校英語担当教員の意識と国の次期教育施策との乖離
を制度的に即座に解消することは困難である。しかし、授業の質や教育効果を高めるためには、
担当教員がより高い目的・課題意識や期待感をはじめとする授業有能感を醸成し、授業不安を
軽減させるための直接的な方策として、教えるための英語力を育成するカリキュラムの開発と、
児童生徒の発達段階に最適化された文字学習を含む教材をクラウド上で公開・活用・検証する
ことが求められる。
注
1 ） 科学研究助成事業基盤研究（Ｃ）課題番号26370752「日本型早期英語教育を推進するクラウド型デジ
タル英語教材システムの研究開発」
2） 「学習者要因」には、年齢、外国語適性、性格、学習ストラテジーなどの学習者の持つ「一般的特性」
と、学習動機、態度、学習経験などの「社会的・文化的な文脈に規定される要因」があると考えられ
ている。代表的なものに、年齢（age）、適性（aptitude）、性格（personality）、学習ストラテジー
（learning strategies）、動機（motives）、態度（attitudes）を挙げることができる。
3） 適正処遇交互作用（ATI: Aptitude Treatment Interaction）は、Cronbach により提唱された概念で、
個人的特性とさまざまな学習方法との間の交互作用を示し、個人的な特性に応じた学習法の理論的基
礎となるものである。ATI では、交互作用を分析することで、個人的特性に合った最適な組合せを見
いだし、教育効果を最適化することを目指す。
4） 調査で用いられている評定尺度が異なるため、国の調査結果では、「とてもそう思う」のみの比率を
示している。
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